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皮肉にもコルベアのコンペティターとしてフォードが'64年に発表したマスタングが、その名からポニーカーマーケットと呼ばれる新しい小型スポーティー
カーの市場を開拓してしまい、シボレーとしてもこの市場に参入せざるを得なかった背景から、カマロは生まれた。ボディは2ドアハードトップと2ドアコ
ンバーチブルの2種で、大変クリーンなデザインだった。エンジンラインナップは直列6気筒とV型8気筒。グレードにはハイパフォーマンスモデルのZ28
を頂点に、RS（ラリー・スポーツ）やシボレーお得意のSS（スーパー・スポーツ）が用意されていた。この年のインディアナポリス500マイルレースのペー
スカーを、デビューしたてのカマロ・コンバーチブルが務めたので、そのレプリカやインディーペースカー・パッケージオプションなど多彩なオプション
パッケージが供された。'67年モデルのみ三角窓を持つ。'69年にはサイドのプレスラインやフェンダーアーチなどのボディパネルの意匠変更、そして暴力
的なまでの425PSハイパワーエンジンが、この年限りのオプションで登場する。これはレースを目的としたもので、69台製作されたことが記録されている
が、見事に'69年のSCCAトランスアメリカン・チャンピオンシップの2.5リッター以上のクラスを制覇した。

カマロ
アメリカ／GM／ 1967

カマロ

ガソリン 4サイクル

水冷
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52.5/3200 （SAE）
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フロント縦置

FR

2速AT　コラム

独立　ウィッシュ

ボーン　コイル

固定　半楕円リーフ

ドラム

ドラム

7.35-14

モノコック
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